
協働事例紹介シート

取り組みの概要

[ 事業協⼒ ]事業実施平成 10 年度〜 対等に役割を分担

・読み原稿作成・留意点指⽰

・録音の校正・検収

・録音・校正

・マスターテープの編集作成・テープ納品

現在は、なすの会の会員のご協⼒により「声の広報」制作業務は円滑に⾏われているとと

もに、⾏政との協働への取り組みから会への信頼が⾼まり、双⽅にとって効果的な取り組

みにつながっています。

昭和５３年７⽉より視覚障害者などを対象に、市政の周知や理解を図るため、広報紙「広報お

びひろ」をカセットテープに吹き込み、社会福祉法人ほくてんがＣＤ－ＲＷに複製し、「声の

広報」を発⾏、利⽤希望者に届けています。平成１０年１０⽉からは「声の広報」を⾳訳サー

クル「なすの会」の協⼒により吹き込みを開始しました。

当初、視覚障碍者などに必要と考えられる情報を広報紙から抜粋し、声の広報として作成していまし

た。しかし、「その情報は、受け取り側の選択肢を制限している。本来、広報紙の内容をそのまま提

供することが望ましい」という⾳訳ボランティアからの指摘を受けて⾒直しを検討しました。現在は

⾳訳ボランティアとの協働の取り組みにより、広報紙情報を極⼒制限せずに情報提供することを実現

し、視覚障害者の市政理解の促進に努めています。

広報広聴課
音訳サークル

なすの会

・視覚障害者への情報提供ができる

・ボランティアの自己研鑽と活動の拡大

・⾏政との協働への取り組みから会への信

頼が高まる
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協働のポイント

「声の広報」の制作

なすの会会員の技術の継承と⼈材育成のほか、⾳訳に対する⾏政への要望などを把握することが必要です。

協働の

成果

市

な

す

の

会

ほ

く

て

ん

読み原稿

作成・留

意点指示

市との読み

原稿の打ち

合わせ

編集会議

・

役割分担

録音

・

校正

録音の校正

・

検収

マスターテー

プの編集作

成・テープ納

ＣＤ‐ＲＷに

複製・利用者

に郵送・回収


